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宗
教
の

社
会
貢
献
活
動
に

つ

い

て

の

　

　

運
動
論
的
視
座

寺

　
沢
　
重

　
法

　

本
発
表
で

は、

宗
教
の

社
会
貢

献
活
動
研
究
に

お

い

て
、

（

一
）

今
後、

冖

定
の

指
標
に

基
づ

い

た

比
較

研
究
（

宗
教
間

、

地

域
間
な

ど
）

の

た

め

の

デ

ー
タ
ベ

ー

ス

構
築
が

必
要
で

あ
る

こ

と

を
述
べ

る
。

次
に
、

（
一
）
そ

の

た

め

の

デ
ー
タ
ベ

ー

ス

作
成
に

あ
た
っ

て

は
、

近

年
の

社
会
運
動
研

究

で

用
い

ら
れ
る
「

イ
ベ

ン

ト
分

析
」

の

手
法
の

応
用
が

有
用
で

あ
る

と

い

う
筆
者
の

認

識
に

基
づ

き、
「

イ
ベ

ン

ト
分

析
」

の

概
要
や
そ

の

メ

リ
ッ

ト、

並

び
に

研

究
例
を

提
示
す
る

。

そ
し
て
（
三
）

デ
ー

タ
ソ

ー

ス

や
サ

ン

プ
リ

ン

グ
方
法
に

つ

い

て

触
れ
た

後、

（

四）
デ
ー

タ

化
作
業
の

た

め
の

コ

ー

デ
イ

ン

グ
マ

ニ

ュ

ア
ル

の

暫
定
案
を

提
示
す
る

。

本
発
表
は

宗
教
の

社

会
貢
献
活
動
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化

作
業
の

序
論
的
中

間
報
告
と

し

て、

そ

の

方
法
論
を
提
示
す
る

も

の

で

あ
る

。

　
（
一
）

近
年
の

「

宗
教
の

社
会

貢
献
活

動
研
究
」

に

お

い

て

は、

重

厚

な
ケ

ー
ス

ス

タ
デ
ィ

が

蓄
積
さ

れ
て

い

る
。

し

か

し

な
が
ら、

こ

れ
ら

は

少
数
事

例
の

研

究
で

あ
る
。

さ

ら
に、

社
会
貢
献
活

動
研
究
を

行
な
う

研

究
者
の

研
究
対

象
や

デ
ィ

シ

プ

リ
ン

も

多
様
で

あ
る

。

そ
の

た

め
、

個

別

宗
教
や

個
別
研

究
領
域
の

枠
を

超
え
た
「

比
較
研
究
」

は
ま
だ

確
立
さ

れ

て

い

な
い

。

今

後
「

比
較
研
究
」

を
進
め

る

た

め

に

は
、

明

確
な

指
標、

限
定
さ
れ

た
分

析
単
位

、

時
系
列
・

地
域

間
比
較
の

三

点
を

満
た

す
よ

う

な

デ
ー
タ
ベ

ー
ス

を

構
築
す
る

作
業
が

不

可
欠
と

な
る。

　
（
二
）

デ

ー
タ

ベ

ー
ス

化
に

あ
た
っ

て

は、

近

年
の

社
会

運
動
研

究
で

用
い

ら
れ

る

「

イ
ベ

ン

ト
分

析
」

の

手
法
の

応
用
が

有
用
で

あ
る

。

「

イ

ベ

ン

ト

分
析
」

と

は
、

抗
議
集
会

、

デ
モ

な

ど

と

い

っ

た

運
動
体
の

活
動

（
1ー
イ

ベ

ン

ト）

を

量
的
に

把
握
し

、

計
量

的
な

分
析
を
す
る

研
究
の

総

称
で

あ
る

。

イ
ペ

ン

ト
が

起
き

た

日

時、

場

所
、

行
為
形
態
（
戦
術
）

、

な
ど
の

情
報
を、

新
聞
記
事
な
ど

か

ら
一

定
の

基

準
に

基
づ

き
抽
出
し、

こ

れ
ら
の

情
報
を
一

つ

の

イ
ベ

ン

ト
ご

と

に
一

枚
の

シ

ー

ト
に

コ

ー
ド
す

る
。

こ

の

よ

う
に

情

報
を

数
値
に

置
き
換
え
る

こ

と
に

よ

っ

て
、

数
量
的

な
デ
ー

タ

セ

ッ

ト
で

あ
る

イ
ベ

ン

ト
デ
ー

タ
を
完
成
さ

せ
、

こ

の

イ
ベ

ン

ト
デ
ー
タ
を

用
い

て
、

社
会
全
体
に

お

け
る

社
会
運
動
の

特
性
を
明
ら
か

に

す
る

。

「

イ
ベ

ン

ト
分

析
」

の

メ

リ

ッ

ト

と

し

て

は、

第
一

に、

抗
議

イ
ベ

ン

ト

に

か

ん

す
る

デ
ー

タ
の

質

的
・

量

的
な

変
遷
を

把
握
す
る

こ

と

が

可
能
で

あ
り

、

第
二

に、

社
会

運
動
論
を

め

ぐ
る

曖
昧
な

議
論
に

対
し

て
、

不
明
確
で

印
象
論
的
な

議
論
を

排
す
る

こ

と

が

可
能
で

あ
り、

第
三

に

抗
議
イ
ベ

ン

ト

の

変
数
と

他
の

変
数
と

の

関
連
を

統
計

的
に

分
析
す

る

こ

と

が

可
能
で

あ
る

と

い

う

点
が

挙
げ
ら

れ

る
。

　
（
三
）

デ

ー
タ
ソ

ー
ス

に

は

宗
教
情
報
リ

サ
ー

チ
セ

ン

タ

ー
の

宗
教
記

事
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

を

用
い

る
。

宗

教
の

社
会
貢
献

活
動
に

関
す
る

約
二

〇

年
分
の

記
事
を

抽
出
す
る

。

媒
体
は、

「

全
国
紙
（
北
海
道
版
）

」

と

「

地

方
紙
（
北

海
道
版
ご

で

あ

る
。

社
会

貢
献
活
動
に

関
す
る

分
類
コ

ー
ド

か

ら

抽
出
し

た
も
の

と
、

活
動
領
域
・

形
態
に

関
す
る
キ

ー
ワ

ー
ド

検
索

か

ら

得
ら

れ
た

記
事
を

照

合
さ

せ
、

重

複
箇
所
を

除
い

た

も
の

を
用
い

る
。

　
（

四）

以
上
の

よ

う
な、

デ

ー
タ
ソ

ー
ス

か

ら
の

サ

ン

プ

リ
ン

グ
を

行

っ

た
上
で、

実

際
の

コ

ー

デ
ィ

ン

グ
作
業
を
進
め

る
。

宗
教
の

社
会
貢

献
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活
動
の

分
析
単
位
は

「

宗

教
団
体

、

も
し
く
は

宗
教
者
個
人
が
、

組
織
的

か

ど

う
か

に

か

か

わ

ら
ず、

主
に

非
宗
教

者
を

対
象
に

行
う、

宗
教
を

直

接
目
的
と

し
な
い

社
会
的
活
動

（

平
和、

福
祉、

環
境

、

医
療
な

ど）

に

関
す
る

行
動
」

に

限
定
す
る

。

そ
し

て
、

入

力
は

以

下
の

三

項
目
に

大
別

し

て

行
う。

第
一

に

活
動
形
態
項

目
で

あ

る
。

こ

こ

で

は
、

亙

D
、

報
道

媒
体
の

区
別、

活
動
の

凵

付
、

活
動
が

行
わ

れ
る

地
域

名、

活
動
の

開
催

場
所

、

行
為
形
態、

活
動
領
域、

参
加
者
（

団
体）

数
を
コ

ー

ド

す
る
。

第
二

に

宗
教
団
体
・

宗
教
者
項
目
で

あ
る

。

こ

こ

で

は、

宗

教
分
類

、

宗

教
団

体
（
宗
教
者）

属
性
項
目

、

宗
教
団

体
（
宗
教
者）

名、

活

動
へ

の

関
与
度

合
い

、

活
動
を
行
う
理

由
を
コ

ー
ド
す
る

。

第
三

に
、

関
係
者
項

目
で

あ

る。

こ

こ

で

は

組
織

名
（
個
人

名
）

、

参
加
者
・

社
会

的
カ

テ

ゴ

リ

ー
属
性
を
コ

ー

ド

す
る

。

養
護
教
諭
と

子

供
達
と

の

人

間
関
係

　

　

i−
M

・

ブ

ー
バ

ー

を
手
が

か

り

に

ー

河

　
西

　
多

津

子

　
近

年
子
ど

も
た
ち

や

子
ど

も
た
ち

を

取
り
巻
く

社
会
の

変
化
に

よ
り、

子
ど
も
た

ち

の

保
健
室

利
用
の

目

的
が

単
な

る
疾

病
に

対
す
る

応
急

処
置

か

ら、

精
神
的
な

援
助
を

求
め

る

子
ど
も
た

ち

の

増
加
へ

と

そ

の

重
心
が

移
っ

て

き

て

い

る
。

そ
の

結
果

、

保
健
室
は

身
体
に

対
す

る

問
題
の

解
決

や

援
助
ば
か

り

で

な
く、

い

じ

め

や
不
登

校、

家
庭
内
の

問
題

等
精
神
的

な

問
題
を
抱
え
て

い

る

子
ど

も
た

ち

を、

早

期
に

発
見
し

援
助
す

る

こ

と

が

で

き
る

場
と

し
て

社
会
的
に

も

そ

の

存
在
の

重

要
性
が

認
識
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

来
た

。

子
ど

も
た

ち

の

心
身
に

対
す

る

援
助
の

質
を

高
め

る

た

め

の

基

礎
と

な

る

の

は、

養
護
教
諭
と

子
ど

も

た
ち

と

の

問
の

良
好
な

人
間
関
係
で

あ
る

。

本
発
表
は

、

養
護
教
諭
と

子
ど
も

た

ち

と

の

問
の

良

好
な

人
間

関
係
形
成
の

基
礎
に

あ
る

も
の

に

つ

い

て

『

我
と

汝
』

か

ら
現

場
が

学
ぶ

こ

と
が
で

き

る

点
を

何
点
か

あ
げ
る

こ

と
を
目
的
と
し
た

。

　

養
護
教
諭
と

子
ど

も
た

ち

と

の

良
好
な
人
間

関
係
と

は、

双
力
の

信
頼

関
係
に

他
な

ら
な
い

。

子
ど

も

た

ち

が、

教
師
を

「

人
聞
と

し
て

信
頼
で

き

る
」

と

感
じ
る

時
と

い

う
の

は、

教
師
と

子
ど
も
た

ち

と

の

問
に

ブ

ー

バ

ー

の

い

う
〈

わ
れ

ー
な
ん

じ
〉

の

関

係
が

あ
っ

た

時
で

あ

ろ

う
。

ま

た、

そ

の

関
係
を
重
ね
て

い

く
こ

と

で

教
師
に

対
す
る

信
頼
が

増
し
て

い

く
と

考
え

ら

れ
る。

　

し
か

し、

A

わ

れ

ー
な
ん

じ
V

の

関
係
は
そ

の

時
が

過
ぎ
て

し

ま
え

ば

〈

な

ん

じ
〉

は

〈

そ
れ
〉

と

な
ら
な

け
れ
ば
な

ら

な
い

。

そ

の

こ

と

を

ブ

ー

バ

！

は

「

わ
れ
わ
れ
の

運

命
の

高
貴
な
悲
し

み
」

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
。

過
去
と

な

る

こ

と

は

必
然
で

そ

う
な

る
こ

と

の

必
要
性
も
あ
る

と

い

う
こ

と

で

あ
る
。

ま
た
、

集
団
の

秩
序
を

保
つ

た

め

に

は

〈

わ

れ

ー
そ

れ
〉

の

関
係
も
な

く
て

は

な

ら

な

い

も
の

で

あ

る
。

　
ブ

ー
バ

ー

は
、

人
間
と

入
間
の

問
の

〈

わ
れ

ー
な

ん

じ
〉

の

関
係
に

つ

い

て

「

包
括
」

と
い

う

言
葉
を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

し

て
、

真
の

教
育
者
の

生

徒
に

対
す
る

関
係
の

中
で

の

〈

わ

れ

ー
な
ん

じ
〉

は、

完
全
な

も
の

と

な

ら

な
い

こ

と

に

よ
っ

て

存
続
し

て

い

る

と

い

っ

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

わ
か

る

こ

と

は、

河
村
茂
雄
が

学
級
崩
壊
を

起
こ

し

や

す

い

教
師
と

し

て

分
類
す
る

「

友
達
的
教

師
」

は

教
師
と

し
て

は

否
定
さ

れ

ね
ば
な
ら
な
い

と

い

う
こ

と

で

あ
る

Q

538（1630）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


